　　
◎テーマプレゼンテーション概要


★目的：３人のプレゼンテーターから、協働の成果や協働を進めるうえでの課題、今後、活動をさらに推進するため社会教育と協働できることに関して期待することなどについてプレゼンテーションしてもらう。


★プレゼンテーションのポイント


　A　博物館・青少年交流の家での活動を通して、学校に対して施設の教育資源をどのように売り込むか、教育資源をどのように学校の教育課程に組み込むか、いかにして施設の利用者を施設の教育資源につなげていくのか。


　B　安全な河川環境、生き物と触れ合える自然の魅力、子どもの活動を見守る住民という3つの条件が整った環境の中で子どもが楽しく遊び感動することが地域を変える力につながる。活動目的を「自然・環境」と言わず「ふる里を守る」と言い換えることで、参加する人たちを増やす。


　C　地域活性に向けた農業分野の就労支援を通じた社会貢献活動の紹介。意欲的な人材が農業分野に入ることで新しい産業として復活させ、地域を活性化させる。地元農家や行政と連携した取組みである。


　





◎グループワーク概要


★目的：テーマプレゼンテーションの事例をとおして、協働するための課題を共有し、それぞれの地域での協働の取組みを推進するきっかけにしてもらう。


★出された主な意見


　①協働するには課題や目的を明確にする必要がある。


②協働するためにはお互いの持つリソースやニーズを共通認識することが大切である。


　③社会教育の側から積極的に働きかける必要がある。


　④地域の活動に参加しにくい人にどう働きかけるか考える必要がある。


　⑤人のつながりが大切である。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





◎懇親会の様子


　①最初の座席は社会教育主事講習の同窓生や同じ職種の人が同じテーブルになるように指定。


　②より多くの人が交流できるように、途中で一度席替えを実施。


　③全員参加での名刺交換会や名刺を利用したビンゴ大会（景品あり）により懇親を深める。


　





◎当日のプログラム


　１４：００～　テーマプレゼンテーション


Ａ　学校教育との協働に向けて　 


「博物館（社会教育施設）と学校教育とのつながり」　　　　　


向井幸一さん（大阪府立柴島高等学校教諭）


Ｂ　NPO・団体との協働に向けて　


「思いを現実にするネットワークづくり」


吉村元貴さん（飛鳥川じゃこ取りネットワーク代表・大阪教育大学大学院生）


Ｃ　企業との協働に向けて  　　 


 「企業が行っている社会貢献活動の紹介を通して、企業と社会教育との協働を考える」


松村卓司さん（株式会社パソナ執行役員、大阪府社会教育委員）


　１５：２０～　グループワーク


　　　 参加者自身が興味・関心のあるテーマに分かれ、グループで協議する。


　１７：３０～　懇親会


　　　 「ここから、さらに・モット・つながらナイト！！　


～出会い、ふれ愛、学びあい　そして響き合い～」





大阪府　社会教育関係者実践交流会（報告）








◎目的　　　　  社会教育、学校教育、大学、民間団体、部局など分野や立場を超えてさまざまな人々が交流する機会を設けることにより、多様な分野と社会教育とのネットワークの形成と協働のきっかけづくりをめざす。


◎日時　　　　　平成２４年１１月３０日（金）


　　　　　　　　実践交流会　 　　　　　 １４：００～１６：４５


　　　　　　　　懇親会　　　　　　　　　１７：３０～１９：３０


◎場所　　　　　実践交流会　　大阪府新別館南館５階


　　　　　　　　懇親会　　ホテルプリムローズ大阪


◎参加者数　　　実践交流会（事務局含む）　　７１人


　　　　　　　　懇親会（事務局含む）　　　　４０人


◎参加者の職種　学識経験者、府民文化部職員　府・市町村教育委員会社会教育主管課職員、公民館・図書館等施設職員、学校教職員、府・市町社会教育委員など








資料　３








